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令和２年度 大阪府立芦間高等学校 第３回 学校運営協議会 
 
日 時  令和３年２月１３日（土）  １４時００分～１５時３０分 
場 所  本校１階 校長室 
 
構成員  ＜協議会委員＞ 
      笹山 幸子 元府立高等学校長 
      竹本  剛   ＰＴＡ会長 
      髙松 真由美 後援会会長 
      田中 常雄 守口市立第一中学校 校長 
      宮坂 政宏 週刊教育ＰＲＯ 編集委員 
      山崎 裕也 スクールＩＥ(学習塾) エリアマネージャー 
     ＜事 務 局＞ 
      塩﨑 靖子 教頭    
      菊地  淳 事務長 
      亀井 絵里 首席 兼 総務文化部長 
      角山 愉紀雄 教務主任 
      武田 真貴子 生徒指導主事       
      諸木 忠治 進路指導主事 
      丸山 清美 保健主事 
      裏野 健太 情報部長   
      西脇 慎治   第１学年主任 

北野 早苗 第２学年主任 
      小原 浩昭 第３学年主任  
      水嶋 育美 共生推進委員長 
      亀元 政志   校長 
      
 
配付資料   ○令和２年度 第２回学校協議会議事録 
     ○令和２年度 学校経営計画及び学校評価 
     ○令和３年度 学校経営計画及び学校評価 

○令和２年度 学校教育自己診断の集計結果 
○令和２年度 第２回授業アンケートの集計結果 
○令和２年度 第２回勉強アンケートの集計結果 

 
内 容 
(1) 校長挨拶 

 
(2) 報告・説明 
  [1] 令和２年度学校評価（学校経営計画の達成状況）について 

以上、校長より 
 [2] 令和２年度学校教育自己診断の集計結果等について 
 [3] 令和２年度第２回授業アンケートの集計結果等について 

[4] 令和２年度第２回勉強アンケートの集計結果等について 
    以上、教頭より     
   [5]令和３年度学校経営計画について 
    以上、校長より 
 
 (3) 協議 
 [1] 令和２年度学校評価について 

(委 員) アンケート結果がよかったことは、コロナ禍で、本当に必要なことにそぎ落とさ
れたことによるだろう。本質を見てもらえたのではないか。 

 特別支援教育委員会について外部の方など専門的な知識を持った方が入られてい
るのか。共生推進教室併設の学校なので、全校職員が、合理的配慮などについて学
期に１回は取り組んだほうがよいだろう。 
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    学校教育自己診断の人権教育、いのちに係る教育についての教員の回答に「あては
まらない・よくわからない」が数人いる。これは問題である。ここを０人になるの
があたりまえと教員がとらえるようにすべきである。 

(事務局) 

 
 

(委 員)アンケートの数値を取る時の大前提、これは 100％でないといけない部分とだいた
いできていればよいという部分がある。プラスで現れる部分、マイナスで現れる部
分のこれが課題としてとらえることが大切である。 

    新教育課程について否定的な部分へのアプローチが必要であろう。 
    進路は、学力をつけることに対して否定的なものについて問われるのでは？ 
 

進路指導の満足度については十分高い水準になっている。難関・中堅私立大学の
合格状況については他校と比較される基準になっているので結果が求められる。勉
強アンケート「授業中、何故そういう答えになるのか、その理由や解き方を理解し
ようとしている。」の値が低いのも進学型を名乗るのであれば改善の工夫が必要であ
る。 

(委 員) 学校教育自己診断の保護者の回答率が非常に高い。保護者に理解されている結果
といえる。 

(委 員)自己診断に「教育方針が理解できているか」という項目があるが生徒にとってはな
かなか残りにくいものである。わかりやすくした言葉を集会のたびに何回か繰り返
すことが必要である。 

 働き方改革に関わって、職員会議１０分縮める方策はあるのか。 
(委 員)遅刻の回数を減らすには保護者の協力が必要である。高校生になると生徒に任せき

りになる保護者も多いのではないか。他校と比較されるところがあるが、学校の雰
囲気、信頼については生徒より保護者が敏感である。風紀、遅刻、挨拶の部分を自
信をもって押せることが大事である。 

(委 員)通学している生徒を見ていていい雰囲気の学校だと感じている。授業改善について
は、人を育てるという立場に立って、先生が一枚岩になって改善を進めなければな

らない。少人数授業も効果があるという共通認識が必要である。 
 いじめ防止については、いじめを０にするというより、いじめはあるものだという

認識に立って、解決に力を入れるべきである。 

(委 員)３年間の学力の推移が知りたい。生徒の学力向上には、授業中の学習は当然である
が、授業以外の部分の努力が必要である。授業だけでは難関大学は難しい。 

(事務局)スタディサポートで推移を見ることはできるが、今年度より、英語のリスニングと
記述を加えたので、従来のものとは比較できない。学力の推移は進路指導部と連携
して見られたらいいと思う。そのために、１・２年生で模擬試験を受ける必要があ
るが、来年度から校内模試ができなくなった。 

(委 員)学校で作成した模擬試験はどうか。 
(事務局)総合学科の問題点で、生徒の選択がバラバラなので難しい。 
(委 員)生徒が現状を理解していないと進路指導は難しい。卒業生の体験談を聞いてもらう

こともいいのではないか。 
(委 員)高校の先生が、出前授業で中学校へ行くことも広報につながると思う。 
(事務局)すでに数校に出向いている。芦間高校の特色ある科目、看護や英語、美術の授業で

芦間高校の特色をアピールしている。 
 

  [2] 令和３年度学校経営計画について 
(委 員) すべてのことをするに越したことはないが、優先順位を決めて、特に重点を置く

項目を決めておくほうがいい。芦間高校の強みを伸ばすことが重要。 
(委 員)家庭での学習時間の充実の問題点は、「学びに向かう力」がないと難しい。塾に行

っても「やらされ感」でやっていると向上しない。また、アルバイトで社会経験が
豊かになるわけではない。自分で時間のマネジメントができない中でアルバイトに
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時間を取られることは問題である。 
 今回の学習指導要領の改訂で強調されているのはカリキュラムマネジメント。目標

と要素があってそのつながりをどうするのかということを整理してカリキュラム
を作成するべきである。 

(委 員) 芦間高校にはいじめがないというイメージがある。いじめに対する取り組みはど
うか 

(事務局)いじめ防止対策委員会が対応している。いじめの情報が入ったらすぐに集まって、
情報共有、対応を行っている。いじめはないわけではないが、できるだけ迅速に対
応をしている。 

(事務局)「産業社会と人間」で１０年以上ピアサポートに取り組んでいる。多くの中学校か
ら生徒が来ているので、生徒のつながりを育てている。 

(委 員)いじめについては理解するだけではなく行動することが大切である。いじめは必ず
あるものだと考えたうえで行動することで止めることができる。 

(委 員)遅刻の対策として、他校では保護者が子どもたちの前で話をしているところがあっ
た。遅刻というのはお金にもかかわるということ、信頼も失うということを理解さ
せることが必要である。アルバイトで夜更かしをすることも関連があるかもしれな
い。 

(委 員)他校で生徒と先生が一緒に掃除をしながら話をして効果があったと聞いている。  
(事務局)本校でも行っている。 
(事務局)授業に影響のない SHR 時の遅刻が多い。自転車通学が多いので急ぐことで自転車事

故につながることを恐れている。時間に余裕をもって登校してほしい。 
 
令和３年度学校経営計画について、一部修正のうえ承認をいただいた。 

   
 (4)校長挨拶 
  ・令和３年度の学校運営協議会委員委嘱について 
    


